
1. 台湾トップセールス事業 

5 月 21 日～25 日、伊豆半島 12 市町の首長のメンバーとして、今後も伊豆地

域への来訪が期待される「台湾」へトップセールスを実施し友好関係を深める。 

2. 銃による有害鳥獣捕獲の再開 

 実猟射撃研修会、救命講習、業務用無線機貸与、安全対策研修会の実施で従 

事者の安全対策の徹底と意志統一が出来ると判断し 6 月 1 日から再開しました。 

3. 中伊豆地区認定こども園 

 中伊豆中央公民館跡地に平成 29 年 4 月開園予定の中伊豆地区認定こども園 

を社会福祉法人春風会を運営事業者として選定し、今後は開園にむけた手続き 

を開始致します。 
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  【平成 27年度伊豆市一般会計補正予算（第 1回）】 

   歳入歳出 4,430万円を追加し 159億 3,330万円 
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人事異動に伴う職員給与の調整、職員研修に係る講師の謝礼、広報誌などの情報発信

支援業務をＦＭＩＳに委託する広報事業、マイナンバー制度導入に伴う臨時職員の賃金、

昭和の森グリーンガーデンの再整備をするための測量設計業務委託料、消防の広域化に

伴い南署の建設費を繰り上げ償還するための田方地区消防組合負担金の追加。 

条例の一部改正については、伊豆市運動施設再編計画検討委員会の答申により、大東

体育館、八岳体育館、八岳グラウンド、土肥テニスコートを社会体育施設から除くため

の『伊豆市運動施設条例の一部改正』などすべての議案は採択されました。 

 

 

 

5 月 24 日熱海市の熱海観光港芝生広場で県消防協会田方

支部消防操法大会が開催されました。支部管内の伊豆・伊豆

の国・三島・熱海・伊東・函南の 5市 1町の消防団員が出場

し、日頃の訓練の成果を競いました。 

 ポンプ車操法の部は伊東市、小型ポンプ操法の部は熱海市

それぞれが優勝し県大会出場を決めました。 

 伊豆市消防団第 12 分団（土肥地区）は 3 月から 5 月の大

会直前まで約 3 ヶ月間、小型ポンプ操法の猛練習に励み伊豆

市では初めてとなる準優勝に輝きました。 

 土肥町消防団の時代はポンプ操法の「土肥」と言われ、県

大会に何度も出場していました。当時は空操法（水を出さな

い）の為、容易に学校のグランド等で練習が出来ましたが、

水出し操法になった今は、練習会場が限られます。土肥金山

の協力で施設の駐車場を借り猛特訓した結果の快挙です。 

この大会を通して分団の士気も上がり、今後の消防団活動

につながっていくことでしょう。 
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情報発信の未来予想図 情報発信は現在、市長が記者会見を行い、月に 1 回 

広報誌を発行しています。また毎日情報を発信できるも

のは地元新聞です。そして毎時間流れているのがＦＭＩ

Ｓのラジオですが、戦略的に上手に使えていないのが現

状です。これを改善し、情報力の強化のために総合政策

部で戦略的な情報について整理をしています。情報発信

の実際の事業についてはＦＭＩＳに委託して、ラジオ・

広報誌・ＳＮＳを一元化し将来的には伊豆市ポータルサ

イト（仮称）を構築し、市内外にワンストップで情報発

信をして行きたい。 
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・伊豆市空き家率は総務省住宅土地統計調査結果では別荘等も含めると 32.5％（全国平均 13.5％）。 

・所有者不明の特定空き家の指定は、課税情報などから所有者を特定し、立ち入り検査などを行い

特定空き家の要件に該当するかを確認する。市は所有者に撤去・修繕などを、指導→助言→勧告→

命令→過料。それでも所有者が従わない場合は行政代執行で撤去することが出来る。 

・空き家対策の環境、防災、防犯、衛生、景観などの問題を、総合戦略課・防災安全室・都市計画

課・環境衛生課 4 課で、地域と連携してワンストップに近い情報提供をして対応して行きたい。 

・この法律の施行で執行が可能になり、空き家条例の制定は現在考えていないが、観光地の伊豆市

としては、空き家対策だけでなく環境的な部分を包含した条例については検討の余地がある。 

・ＧＰＳ機能付デジタルカメラを活用し、多様性のある視点で収集したさまざまな情報データを、専門家や、

産業力強化会議（仮称）で分析、マッチングを行い地域資源を掘り起して課題の洗い出しを行う。 

・この事業は現在、仕様書を作成して委託先業者を選定中です。多くの情報を集め、コンピューターシステム

を利用して発信して行きたいが、多岐にわたる個人情報の範囲や情報の鮮度の確保、管理方法などが課題とな

っており、委託先としては、多様性のある情報管理を確実に収集することが得意な業種が望ましい。 

・掘り起した情報の発信は、ＦＭＩＳを伊豆市情報センターまでもっていきたい。情報センターと産業センタ

ーがしっかりと連携して伊豆市全体の活力を高めて行きたい。 

・地域に目を向けた教育活動を展開し、地域の方々が学校教育活動に参画して行くことが望ましい。総合的な

学習の時間で地域資源を活かした授業を通じて、伊豆市の自慢や誇りを実感し郷土愛の醸成を図りたい。 

 

海底熟成ワイン祭り「らぶ・ま～れ2015」8月 17日解禁！ 

数十年を沈没船と共に海底に置かれたワインが引き揚げられ、飲んでみたら熟成され美味し

く飲めた話しなどが話題になります。しかし誰にでも味わえるものではありません。 

伊豆市には、富士山に抱かれた駿河湾に面した『土肥』と富士山に育まれた『中伊豆』があ

ります。巨峰のふるさと中伊豆ワイナリーのワインをジオパーク伊豆半島の駿河湾土肥八木沢

沖海底に保存し、熟成させてみました。 

2015 年 1 月から約 5 ヶ月間、土肥・八木沢の富士山の見える水深 15ｍの海底に保存したの

が海底熟成ワイン「らぶ・ま～れ 2015」です。 

引き揚げられたワインは、土肥金山坑道奥の金脈の金運パワーを受けながら 8 月 17 日まで、

更に熟成を重ね金山坑内で静かに解禁日を待ちます。 

海底熟成ワイン「らぶ・ま～れ 2015」を多くの方に味わってもらうため、8 月 17 日に海底

熟成ワイン祭りを開催します。 

ＴＯＩサマーフェスティバル（8 月 18 日～20 日）前夜祭イベントとして「オープン・スカ

イ」のジャズ演奏を聴きながら中伊豆ワイナリーシャトーのロマンあふれる海底熟成ワイン、

万大醸造産の海底熟成日本酒・焼酎の開栓式を行います。 

 


